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	応用
	抗原情報
	背景
	フィブリノゲンには、フィブリンに重合するモノマーを生成することと、血小板凝集の補因子として機能することという2つの機能があります。フィブリノゲンアルファ（FGA）およびフィブリノゲンベータ（FGB）とともに重合して不溶性のフィブリンマトリックスを形成します。血栓の主成分の1つとして、止血において主要な機能を果たします。さらに、創傷修復の初期段階では、病変を安定させ、再上皮化の際に細胞の移動を誘導する働きがあります。抗凝固血液を使用したin vitro研究に基づき、当初は血小板凝集に必須であると考えられていました。しかし、その後の研究では、in vivoでの血栓形成に必ずしも必要ではないことが示されています。ITGB3依存性経路を介して、活性化血小板のSELPの発現を促進します。母体のフィブリノゲンは、妊娠の成功に不可欠です。フィブリン沈着は感染症にも関連しており、IFNGを介した出血から保護します。また、自然経路と T 細胞媒介経路の両方を介して抗菌免疫反応を促進する可能性もあります。
	研究分野
	-
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	ヒト血漿溶解物中のフィブリノーゲン ガンマ鎖発現のウェスタン ブロット分析。

